






要約:開院以来約 20 年を経過する当院 NICU においては、 1992 年に超低出生体重児を中

心とした MRSA による重症感染症が多発し、この年を境に敗血症起炎菌にも大きな変化が

みられた。これにより院内感染対策の重要性を再認識し、年 4回に及ぶ病棟の環境消毒や

保菌者の隔離など、徹底した感染対策が検討され実行されてきた。今回我々は多額の予算

と労力を配して実施してきた病棟消毒に着目し、定期的な環境の細菌培養検査を実施した。

その結果、消毒間隔が延長するほど菌陽性の箇所が増加してゆき、消毒後 4ヵ月を経過す

ると MRSA も検出された。保菌者数は入院患者数や重症児の数にも左右される。年 4 回も

の病棟消毒を実施している施設は、先年の全国調査では当院以外にはなく、今回の結果を

ふまえ、実情に即した感染対策を考えていく必要があろう。


